
1クールの日数 放射線治療

28日 ■なし　□あり

投与日

d1-28 ① カボメティクス　60mg 1錠 1日1回空腹時

切除不能の肝細胞癌において、2次治療で治療効果の示されている方法です。世界規模で行われた臨床試験により、本
治療法はソラフェニブ治療歴のある進行肝細胞癌に対する２次治療でプラセボ群よりも優れた治療成績が示されました。
この治療は毎日薬を内服することで行われます。高血圧や食欲減退、腹部症状などの副作用もありますので、原則初回
は入院で行います。副作用が強い場合は、減量や休薬期間を設けるなど調整が必要になることがあります。

プロトコール名

切除不能肝細胞癌 Cabozantinib療法

コメント

薬品名（※赤字は抗がん薬）

プロトコールに関する解説

東北大学病院2021/6/18


